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宮0765-83-1100朝日町役場 ・干939-0793富山県下新川郡朝日町道下 1133

みんなが健康でありますように・．
中町の小津かついさんが満100歳を迎えられ、これをお祝

いして11月3目、魚津町長が自宅を訪問し、祝い状と記念品
を贈りました。長生きの秘訣は ［たくさん歩いたことjだそ

うです。これからまだまだ長い道のりを元気に f歩んでjく
ださい。

また、朝日いきいき健康フェスティパルが11月17目、ア

ゼリアホールで開催され、はいはいよちよち大会や健康寸劇

などに多くの町民が訪れ、健康を考える1日となりました。

小津さんのように元気に健康で過ごしたいものですね。
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平成12年度の決算がまとまりました。

町政は皆さんからの税金や固からの地

方交付税等を財源として運営されてい

ます。今月号では一般会計を中ID＼に、

町の決算をお知らせします。ゆ報告

四＠

一平成12年度の主な事業ー
く総務費〉
大家圧地区多目的施設盤傷事業

OA化推進事業費
笹川地区多目的館設整備事業

赤川自治会館整備事業

共同筏聴絡設設置事業

く民生費〉
介護保険事業費

身体障害者更正援護施設措置事業

在宅介護支援センター費

く衛生費〉
老人等医療助成事業

塵芥処理費

健康噂進対策事業

＜教育費＞
芸術・文化振興事業

小学校環境整備事業

2000年とやま国体開催費

＜農林水産業費〉
山村振興等農林漁業特別対策事業
水自営農活性化対策費

林業振興対策費

く土木費＞
土地区画整理事業

地方特定河川等環場整備事業
街路事業

道路橋梁新設改民事業

地方特定道路整備事業

＜商工費〉
県立自然公園施設整備事業

＜消防費〉
消防庁舎政修工事

町税の負担状況｛町民1人当リ）
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歳入 79億6,308万円

S量産量盆
3億6,524万円
(4.6%) 

儲l収入
11 .... ¥ 2飽2,252万円
I ¥ (2.8%) 
｜ Lー分ti:!盆・負担金
｜ 1億4,603万円（1.8%)

」ー使用料・手数料ほか
1$4,370万円（1.8%)

e診

国・県支出盆
6億1,856万円（7.8%)

IBJf資2健8,290万円（3.5%)

地方消資税交付食1億5,552万円（2.0%)

地方傾与税ほか2億8,680万円（3.6%)

歳出 72億9,061万円

消防資
2億3,624万円
(3.2%) 

＠ 8,089万円
4, 182万円

2,544万円
2,303万円

1,899万円

1億4,896万円

3.516万円
3,213万円

8,076万円
6,408万円

3.880万円

1億 212万円

8.533万円
4,222万円
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8,412万円
5,014万円
4,643万円

6,855万円

5,015万円

5.000万円
3,688万円
1,274万円

3, 129万円

977万円
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一般会計のほかに、特別会計と企業会計というものがあるんだけど、

これもみんな町のお金なんだ。ただ、それぞれ特定の目的に使われる

ため、財布を別々にした方が、わかりやすいということなんだよ。」己平 成 13 年 度
学：期 財 政 状 3兄

なるほど。町には8つの特別会計と1つの企業会計があるのね。

どの会計も私たちの暮らしを麦えるために役立っているのね。

下水道特別会計
歳入 16億1,049万円

差引 2,895万円

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に下水道

を整備するための会計です。

・主な収入は国庫補助金、町債及び一般会計からの

繰入金です。主な支出は下水道事業の工事費て砂す。

公共用地先行取得等事業特別会計
歳入

差引 O円

町が事業を進めるにあたリ、用地を取得するため

の会計です。

・主な収入は財産眼入です。12年度は下水道終末処理場用

地取得にあてた町債の償還金が大部分を占めています。

です。

・主な収入は支払基金交付金と国や県、町の負担金

で、支出の大部分は医療費です。
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総務費i12億4.139JV円（393%}

公債費I11{憲i3.807万円(196%}16億9.691万円（58.3%川町税

15億8,154万円歳出

国民健康保険特別会計
歳入 13億6,978万円

差引 2億 925万円

自営業の人などの医療を給付する会計です。

．主な収入は保険税と国庫支出金で、主な支出は医

療費と老人保健への拠出金です。

歳出 11億6,053万円
民生費目面否手間（羽市）

教育費18億4.43:8万円（39.9°Ai)

衛生費i71意8.4担9万円（37.7o/o)

8億6,702万円（0.0%)I繰入金

種＠
~~＝~：~~~~~~量

一入
億
億
（
薗

4,559万円歳出4,559万円

老人保健医療事業特別会計
歳入 23億8,324万円

差引 2,438万円

70歳以上のお年寄りなどの医療費をまかなう会計

歳出 23億5,886万円

南保外二地区用水特別会計
歳入 522万円

差引 154万円

南保、五箇庄、泊地区への幹線用水路の維持管理

のための会計です0

・主な収入は一般会計からの繰入金で、主な支出は

用水路の維持管理費です。

特別 ~ 圭苗4I 
歳 入 歳 出

予算額 収 入済額 収 入 率 予 算額 支出済額 支 出率

国 保 ~ 計 12億 202万円 6億 300万円 50.2% 12億 202万円 4億9,648万円 41.3% 

老人保健医療会計 24｛意9,248万円 10億4,072万円 41.8% 24億9.248万円 10億8.795万円 43.6% 

三吾3小~ 療 fiJT -6‘ 計 5,332万円 2,929万円 54.9% 5,332万円 2.023万円 37.9% Z主

簡 易 水 道 ~ 言十 4, 108万円 2,549万円 62.0% 4, 108万円 1.723万円 41.9% 

下 ;jく 道 ＇§＇玄‘ 計 12億2,951万円 8,389万円 6.8% 12億2,951万円 2｛：窓2,060万円 17.9% 

用 地取 ｛事 .6  計 2.730万円 2,729万円 100.0% 2,730万円 2,729万円 100.0% :z:;; 

用 水 .6  計 438万円 154万円 35.2% 438万円 31万円 7.1% :z:;; 

奨 ふチ..... 資 金 .6  計 76万円 16万円 21.1% 76万円 0万円 0% Z玄

（グラフのti値は予算額とそれに対する執行率｛%）を表しています）

歳出 368万円

診療所特別会計
歳入 6,085万円

差引 1,424万円

笹川 ・宮崎 ・境 ・山崎の各診療所の運営のための

会計です。

・主な収入は診療収入で、主な支出は医薬品代と医

師への報酬です。

4,661万円歳出

歳入 67万円

差引 1万円

子供たちのよリ良い教育環境を願って寄付された

墓金を奨学金として活用するための会計です。

・収入は墨金及び一般会計からの繰入金と基金の利

息で、支出は奨学金です。

歳入札674万円

差引 1,225万円

水道施設の工事や維持管理のための会計です。

・主な収入は、私たちが支払った水道料金です。主

な支出は安全で衛生的な飲み水を供給するための

費用です。

奨学資金特別会計
歳出 66万円3,449万円

簡易水道特別会計
歳出歳 出

予算額 ｜支出清額 ｜支出率

28億6,182万円I13億6,471万円｜ 47.7% 
4億4,313万円｜ 6.858万円｜ 15.5% 

歳 入

予算額 ｜収入済額 ｜収入率

28億6.182方円い5億6,937万円｜ 54.8% 

4億1,743万円｜ 3,050万円｜ 7.3% 
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企業会計
収益的収支収入 29億6,256万円

資本的収支収入 1億8,159万円

あさひ総合病院経営のための会計です。

・収入の大部分は、受診して支払われる医療費と一般会計からの繰入金です。支出は医薬品代と医師などへ

の人件費及び医療機器などの整備費です。

差引 1億8,332万円

差引 ム4,476万円

27億7,924万円

2億2,635万円

（あさひ総合病院）
支出

支出

区 分 ｜ 金 客員 構成比 区 分 金 額 構成比

般 .6  百十 83億5,910万円 77.0% 臨時財政特例債等 7億 217万円 6.5% = 
総 務 債 2億8,836万円 2.7% その他事業債 21窓4,611万円 2.3% 
社会福祉債 3,784万円 0.3% その他会計 24億9,003万円 23.0% 
保育所債 3,096万円 0.3% 山崎診療所 919万円 0.1% 
農林水産業債 6億9,775万円 6.4% 簡 易 7jく 道 6,619万円 0.6% 
土 木 債 35億9,749万円 33.2% 下 7｝く 道 15億7.422万円 14.5% 
公営住宅債 3｛.意3,811万円 3.1% 用 it!! IU1 得 O万円 0.0% 
j肖 防 ｛責 367万円 0.0% あさひ総合病院 8億4.043万円 7.8% 
教 育 ｛貴 23億5,760万円 21.7% 

f'コ- 計 108億4,913万円 100.0% 災害復旧債 5,904万円 0.5% 

町債の状況（目的別）町有財産の状況

土地 668,041ni 

建物 95,131ni

有価証努 2億9,636万円

出資金 2億3,897万円

墨金積立金 47億1,731万円

・闘・



(8）特別職の報酬などの現状 ｛平成13年明1日現在） (7)ー② 特殊勤務手当 （平成12年度）

Wl末手当 (12年度支給割合） 区 分 会機敏

区分 給料月綴

6Fl 12月 3月 奇十 H由民全体に 111める千・＇Ix給総uの；判；＇~ 15.5% 

(Wtl () l分） （月分） （月分）
支給対象戦以l人・＇Iたりの、I＇均支給年寄 Ji 10,179門

町長 880,0001'1 手当のfiH~i ！千勺数） 5 

助役 700,000川 1.45 1.60 0.55 3.60 . tt汀税事務従事手当

収入役 630,0001'1 
f＼，誌がJなT叶iの名柄、 ・m地交渉手当

－自動車運転業務手当

教育長 630.0001'1 

JOI求手当（12'1＇二度支給割合）
区分 報酬月徹

(7）ー③ 時間外勤務手当

6月 12月 3J司 言l
k *"' ＊－~· fill 43.098子IJI

(J l分｝ (fjう｝） (fl分） （月分｝ I l年度
臓ul人1たり支給Jj'.制 180千l'J

議長 370.0001'1 
支主白総 ~fl 47.114千円

国！JJU~ 320.0001'1 145 ト60 0.55 3.60 12年度
終l1l人勺たり支給年級 198千円

議員 300.0001'1 

永 ！Iii末千円には l:;i~の支総；l~J ｛~Iニ40%0)IJlltHl\ ii'Hi 
＊平成13汁・J!tよりl羽ぶr・・1は，il3.55J1 分！6005JJH l に必定の （＇~主

(7)一④ 扶養手当 ・住居手当・通勤手当

(9）部門別職員数の状況と次年度の見込数

区分 内
，官• ーー 閣のlh1J/Jl:

閣の制度と裂なる内容
との異悶

峨民数
同i'.11削r.・16.000l'J 

対前年 平成14年度
区分 平j災，J2匂ニ 込llJ戎13lf 鳩減数 月議只数

A B 
B-A ｛見込）

；議 f、、 3 3 3 

総 t五 35 36 36 

その他の扶必r,・

｜人｜ヰ 6,0001’l

扶 (tiGl1同首をもたi達してい

主主 ないi詰介は6.5001'))
(llilの制度〉

｜口lじ 旧Iと｜日lじ
手 2人Id 6.0001'1 

当 3人｜｜～3司0001’l
F免 f主 9 9 9 

* i苅16成年度始めから泌22成年
骨2 J:( ’t. 91 88 ム3 88 1度ぶまでの1111にある子l人につ

ii 
待i 8 8 8 

~ 

き5.0001＇］を／/llP:

剖； 肢体水im. ！？ 15 ム2 15 (I) f作家等

門
i潟 4 4 4 

①：添1?23.0001'1以下の均台

ィ、 10 10 10 

177 173 ム4 173 

住 家l？叩12.0001']

鼠 ②家tl23.000I’lを必えるE誌の
〈｜碕の制度〉

l1iJじ IBTと｜司じ
宅f' 11.0001'1＋（家iト23.0001'1)/2 

特 教 f.i 37 36 ムl 36 
H付lj 

i門 ｜ザi 24 24 24 政

当
権1,1，・：.＼似／Jfif!i27.0001’l 

(2) l'I℃ト0001’I（新築5'1＇まで

市1》
！”i 61 60 ムl 60 

2.5001']) 

t.'fj屋会ま｜’合三1・ 238 233 ム5 233 

病 166 167 167 

(I)交ii!i機｜別府l川股tl

①1:穆：支給1m立高fi45.0001'1 
（図の制度〉

(I）町と閉じ

公 凶民健康保険 4 4 4 3主
企
診療 h'f!li政~ 

4、＇＇；
~ 簡易水道 2 2 2 
オl

②すでli!lJit<HW立f'Jiを越えたJ~｛r

通 '15.0001'1+ 

動 （泌氏HI叶Hffi-45.000l'll/2 

*ltl'""llW立百ff!500001’l 
IJ.(flnlじ

子

当 (21 「1~fJ1 l t':'H止Jll総lt (2) J'..J動取等使j材総fl

｜司 下水道 3 3 3 ~I ，自lt lλ分に応じ ii！罰則正分に応じ

,J+ 176 177 177 3.0001’l ～ 7.2001'1 2.000門～20.9001'1

総合 ，ii' 414 410 ム4 410 !2km～4km.1<泌l!15km以｜：） (5kmA；、満）!40km以JJ-

町職員の給与状況手の枕美
朝日町職員の給与等について、町民の皆さんに広く

ご理解していただくため、次のとおりお知らせします。

(6）一般行政職の級別職員数の状況 ｛平成13年4月1日現在）

区分 ｜級 2級 3級 4級 5級 6品位 7級 8級

L* J:.・11 J:''ll 係長 係1-! ，課長l~~I! 泌長 深長

臓務内容準機的な 主任 主任 j ： ~i 

i.tl:E 

戦貝数 18 22 21 21 6 7 14 110 

f1¥1/lli.J:七0.9% 16.4% 20.0% 19.1% 19.1% 5.4% 6.4% 12.7% 100% 

(7）一①職員手当の状況 （12年度支給割合）

区分 ~QIA田I 図

潮来手当 勤勉手当 自月末手当 勤勉手当

6局員E 145月分 0.60月分 6月期 1.45月分 0.60月分

12周期 160月分 0.55月分 12月期 1.60月分 0.55月分

期勤
3周期 0.55月分 3周期 0.55月分

＊勉
言十 3.60月分 115月分 it 3.60月分 1.15月分

手手

＝、t’I~
総務 lこの段I~号、総務の級等に 職務 I.の段1街、総務の紋？？に

よる）Jllf.ln¥ii'1fj よるJ111¥Hi'7!白イ1

*HI 3lドj災よりJ9J,j（手当｛ま ＊卜l13"1'・1良より則ボT勺は

3551 1分に改定の予定 3.551 l分に改定の予:.E

（支給率） （自己都合） （勧奨定年） （支給率） （自己都合） ｛勧奨定年）

勤続20牢 21.00月分 28875月分 勤続20年 21.00月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 4455月分 勤続25年 33.75月分 44.55月分

退 動部5年 4750月分 62.7月分 勤続35年 47.5＠分 627月分

草署
最高限度額 60.00月分 62.7月分 最高限度額 60.00月分 62.7月分

手

当
その｛砲の／JIH/.t片山 その他のJJ11mm辺
>le :r1lil'1'-WJ.ildll1設特別的li'l ;i,：午前1,1鰐l退職特）JIJ-t'r'f'ii'(

!2%～209も） (2%～20%) 

i足級品年初）J1j}l.f:; H・H干 ill~高Hけ.＇i~）IJ't/給 l勾l奈

l人勺たり、ド均支給額

23、302千l'I

( 1)人件費の状況 （普通会計決算） tれl立 fl’i

ix: 分 I 人口 ｜ 般出額 ｜笑fI収支 ｜人｛午資 ｜人件Jtネ

12年度
(Hl3.3.31) 
16.246人I7.324.586 I 317.993 I 1.895.011 I 25.9% 

* ;";・)!!i会計とは、 f両院事業 llCJJ.I.!健康保険写を除く聞r・Jr~器全般を行うための会
.M・をいいます。

＊人IH~には、 t.'j)JIJij，高に＊－給される給制、時lMなどを；？みます。

(2）職員給与費の状況 （平成13年度普通会計）

給与~
織n数

給料 I I隊員手当｜期末勤勉手可｜ ;H・ 

~lfY. : HI 

l人当たり
給与~

236人 I872,381 I 114,321 I 367.2げ 11.353,9191 5,737 

＊峨日手当には、巡総F叶を合みません。

(3）職員の平均給料月額、平均年齢の状況 ｛平成13年4月1日現在）

一般行政織 技能労務職
区分

平均給料月額 平均年前官 平均給料J::J~i 平均年総

朝日目IT 314.1181’｜ 39.9減 271.6031'1 49.3荷量

13""q 329‘4701'1 40.2成 290司5081'1 48.7政

県 364‘6831'1 42.1歳 362.768111 47.9絞

＊一般行政織とは・IJf語系峨tlなど、技能労務総とはやIf(.仇！f)jifrの；潟f!I［民など
をJ脅します。

(4）職員（一般行政職）の初任給の状況 ｛平成13年4月1日現在）

朝日lllT 悶

区分 採用2年経過日 採用2年経過口
決定初任給

給料f!lt
決定初任給

給料恕i

大学卒 174.4001'1 188.900ドl 174.4001’l 188.9001-'J 

r.::i校卒 141.9001'1 151.SOOPi 141.9001'] 151,8001'1 

(5）聴員（一般行政職）の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況
（平成13年4月1日現在）

｜又分｜ 経験年並立10~ 経験年数15年 経験ji:数20lf. 経験｛f~数25年

以上J5fド未満 以上20年未満 以上25t1.ニ未満 以上30年未満

大学卒 284.5201'1 352.825fll 371.9871’l 420‘7501'1 

日校卒 222.1331リ 318.3001'1 379.7601’l ・2・
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崎
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ん
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坑
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刀
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菜作政

昭
和
回
年
か
ら
化
と
緑
の
銀
行
明

H
支
店
の
頭
取
を
お
年
間
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

J
R
柏
駅
前
の
化
m
m
u
m
や
市
街

地
の
街
路
樹
、
学
校
化
塩
、
あ
さ
ひ

総
什
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
の
庭
木

の
附
河
川
な
ど
、

川
の
料
化
附
批
准
に
大

き
く

μ献
さ
れ
ま
し
た
。

し分の 28
た州巡 1I •:VJ ~ .. 
行 l!!I 、｜｜ 里目
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季
訓
練

ド
火
彬
さ
れ
た
の
は
次
の
店
々
で
す
。

永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

川V
・雌，山（
一．
ん
川
本
部
州
川
長
）

川
原
光
雄
（
一
バ
第

一
分
間
凶

μ）

肢
凹
説
（元
第
二
分
団
分
団
長
）

点
林
野
間
雄
（
ベ
第
二
分
開
訓
分
間
長
）

小
川
義
椛
（．．
 
ん
第
．
．
 
分
川
部
長
）

加
納
いい
M
F
r

（－．ん

ma．
分
同
疏
H
H
）

版
本
彰
（
二
ん
第
二
分
川
団
員
）

州
岡
山

二．

E
m－
－
分
川
分
川
長
）

川
村
山
縦
（．．
 
ん
引
．．． 
分
川
品
川
分
川
H
M
）

い
川
郡
山
（．．
 
ん
第
：
．
分
川
以
）

リ
賀
川
析
（
．
正
部
三
分
間
凶
以
）

行
ト丸
一一
．4
．
ん
山
内
分
川
椛
．
K
）

小
森
之
火
（
．．
 
ん
第
六
分
川
市
民
）

家
族
に
対
す
る
感
謝
状

加
納
邦
「

・川
第
て
分
凶
班
一
民
加
納
け
川ポ
氏
の
則
氏

富
山
県
知
事
現
場
表
彰

竹
内
与
志
郎
（
第
一
分
凶
班
長
）

迫
下
治
逝
（
第
一「
分
団
団
抗
）

中
嶋
剤取
作
（mw，一．
分
川
川
以
）

中
山
精
二
第
二
分
川
川
以
）

米
丘
政
文
（
第
凶
分
団
団
員
）

松
原
及
川
雌
（
都
内
分
州
問
員）

山

n俊
川
（mwパ
分
川
川
此
）

長
井
前
彦
（
却
パ
分
間
川
以
）

水
島
良
治
（
第
六
分
同
凶

μ）

消
防
団
長
表
彰

仙
名
品
川
（

m．
分
川
川

μ）

森
本
山
附
二
第
・

一分
凶
同

μ）

勝
同
制
久
（
前
一一
．
分
川
川
此
）

行
川
必
必
（
却
五
分
川
川
以
）

川
小
川
人
（
第
六
分
間
川
は
）.. 
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全
阿
し
M
M
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
短
歌
部
門
で

以
優
秀
賞
、
そ
の
功
般
を
た
た
え
て
一
岡
山
県

教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。
輝
か
し
い
表
彰

中
島
裕
月
くん

殿
町
の
中
島
彰

一
・

弘
美
さ
ん
失
姿
の
長
男

（
平
成
リ
年
9
月
6
日
生

板
本
み
づ
き
ちゃ
ん

桜
町
の
板
本
正
樹

・

久
美
子
さ
ん
夫
饗
の
長
女

（平
成
ロ
年
9
月
8
日
生
）

ビーチボールチームfミックスj

こたつに負けずjf寒さに負けず
私たち Iミックスjは、毎週2回水曜日と金曜日に文化

の
数
々
を
受
け
た
作
品
と
は
・
．．
 

「
哀
の
日
に
ラ
ム
ネ
飲
み
ほ
し
ピ

l
王
を

か
ざ
す
向
こ
う
に
夕
焼
け
の
盗
」

思
わ
ず
情
景
が
顕
に
浮
か
ぶ
こ
の
歌
。

そ
の
時
の
鼠
色
は
さ
ぞ
美
し
い
も
の
だ

っ

た
の
で
し
ょ
う
・
：
と
思
っ
た
ら

「た
ま
た

ま
頭
に
浮
か
ん
だ
」
そ
う
で
す
。

魚
棒
高
校
で
は
文
革
部
に
所
属
。
毎
け

創
作
所
勤
に
励
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
：

と
思
っ
た
ら

「作
2
凶
の
部
誌
作
成
の
時

は
が
ん
ば
る
け
ど
後
は
あ
ん
ま
り
必
識
し

て
い
な
い
」
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も

全
附
コ
ン
ク
ー
ル
円
以
優
秀
作
以
に
県
教
育
功

労
受
口
は
す
ご

い
こ
と
。
う
れ
し
か
っ
た

の
で
は
つ
「
あ
ま
り
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
」

だ
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
什
然
体
。
や
は
り
「
生
き
た
J
Z

川

柴
」
は
桝
え
て
い
て
は
浮
か
ば
な
い
も
の
。

私
も
思
い
刀
た
り
ま
す
。

山
え
は
、
「
一
知
い
文
・
ザ
ド
数
の
小
で
は
’
H
分
の

思
い
が
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
か
ら
一則
撤

は
苦
手
」
な
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
二
つ
の

物、

一
つ
の
言
葉
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
色
々

な
感
じ
万
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
視
野

が
叫
が
っ
た
こ
と
が
文
芸
部
で
得
た
も
の
」

と
語
る
笹
川
さ
ん
に
は
、
思
い
を
言
葉
で

い衣
脱
す
る
た
め
の
枠
は
い
ら
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

？
」
れ
か
ら
も
色
々
な
人
の
作
品
を
読
ん

で
み
た
い
」
と
話
す
向
然
体
の
歌
人
が
、

朝
日
間
の
「
代
名
調
」
に
な
る
日
を
心
待

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

・回

か
な
う
と
い
い
な
あ

松
下

優
さ
ん
（
末
広
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

わ
た
し
は
、
犬
が
大
好
き
で
す
。

家
に

2
匹
犬
が
い
ま
す
。

捨
て
ら
れ
た
六
で
も
訓
練
す
れ
ば

役
に
立
つ
と
思
う
し
、
犬
と
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
て
、
い
い
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
訓
練
士
に
な

っ
て
犬
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で

き
る
仕
引
が
し

た
い
で
す
。

荒
尾

誠
く
ん
（
月
山
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
将
米
の
必
は
消
防
ー
に
な

る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

人
の
役
に
な
っ
仕
事
を
し
た
い
か
ら

で
す
。
火
事
が
起
き
た
ら
、
す
ぐ
に

か
け
つ
け
て
、
大
切
な
も
の
が
燃
え

な
い
よ
う
に
守

っ
て
あ
げ
た
い
で

す
。今

は
た
く
さ

ん
定
っ
て
う
ん

と
体
を
き
た
え

て
お
き
た
い
で

す
。

体育センターなどでビーチボールを楽しんでいます。以前

んでいたのですが、昨年のレディースピーチボール大会町

は、それぞれに遣う場所で遣う人たちと遣うチームで楽し

予選をキッカケに集合したのでこの名をつけました。

今年9月に行われた全国ピーチボール競技大会では、51

歳以上の部で初出場3位というとてもうれしい成績となり

ました。これもすべて、チームワークと仲間たちとの楽し

／ 

上j宰真子きん（20歳消；J<Hr「
一一あさひ総合；丙院一一

い練習にあると思います。その練習では、 50歳以上の私た

こたつを手放せない時期にな

そして恒例の忘年会を心待ちにしながらビーチポールの練

習に励んでいきたいと患います。

ちだけでなく、30歳代 .40歳代の若いミックスもいっしょ

にがんばっています。 初心者から上級者まで燦々ですが、

りますが、練習日には寒さに負けずみんな笑顔で集まリ、

娘（つ）の成長を見ているようでとても楽しいです。

これから寒い季節になり、

室

雪
乃
さ
ん
（
境
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
が
耳
目
y

が
か
な
う
と
い
い
な
あ
』

と
思
う
こ
と
は
、
花
屋
さ
ん
に
な
る

こ
と
で
す
。
花
屋
さ
ん
に
は
い
ろ
い

ろ
な
花
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
お

併
さ
ん
が
米
る
と
い
い
で
す
。

払
は
、
き
れ
い
な
化
を
た
く
さ
ん

加
話
を
し
た
い

で
す
。
枯
れ
る

と
鰍
な
の
で
、

た
く
さ
ん
似
品

を
し
た
い
で

す
。

水
井

大

く

ん

（柳
田
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
夢
は
、
作
併
を

一
一川
す
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人

と
出
会
っ
て
仲
以
し
に
な
る
こ
と
で

す
。
わ
け
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話

す
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か

る
か
ら
で
す
。

こ
の
夢
が
か

k

な
っ
た
ら
、
次

は
字
簡
に
行
っ

て、

月
を
詳
し

／
く
観
察
し
て
み

た
い
で
す
。

う
れ
し
い
「
あ
り
が
と
う
」

あ
さ
ひ
総
作
一
川
院
の
3
附
・
州
側
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

4
川
か
ら
新
社
会
人
と
し
て
、
そ
し
て

肴
漉
婦
と
し
て
働
き
始
め
て
も
う
半
作
が

過
M
C
ま
し
た
。
で
も
、
毎
日
毎
H
忙
し
く
、

見
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
全
然
慣
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
山中
で
も
山
行
さ
ん
に

「あ
り
が

と
う
」
と
川
を
か
け
て
も
ら
え
た
と
き
が

一
前
う
れ
し
い
瞬
間
で
す
。

仕
事
の
中
で
は
、
点
滴
が
緊
張
し
ま
す

が
、
他
の
忠
脅
さ
ん
の
熱
い
畑
町
線
を
浴
び
、

う
ま
く
い
っ
た
と
き
に
は
「
良
か
っ
た
ね
」

と
J
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ぃ
仙
帰
し
て
も
ら
っ
て
る
と
感
じ
て
う

れ
し
い
以
向
、
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
も

川ゃ
い
ま
す
。

休
み
の
円
は
友
述
と
ご
飯
を
食
べ
に
行

っ
た
り
、
コ
ル
フ
の
練
習
場
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
球
は
山
1

た
り
ま
せ
ん
が
、

お
も
し
ろ
い
で
す
。
；
・とは．
～一一
う
も
の
の
、

%
は
コ
ル
フ
の
後
の
「
人
前
兆
ど
が
本
巾
1

の
楽
し
み
だ
っ
た
り
し
て
（
笑
）
。

荷
護
婦
に
な
る
阿
棋
を
果
た
し
た
の

で、

こ
れ
か
ら
は
平
く
仕
事
に
悩
れ
る
こ

と
、
ぞ
れ
と
や
せ
る
こ
と
が
臼
椋
で
す
ね
。

一
広
報
係
で
は
「ふ
れ
愛
ご
う
さ
点
二

一
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る

一

一
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
－

一
広
報
係
（岱
役
場
内
線
2
1
3）ま
で
。一

軍国・
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の
つ
ぶ
や
き

ちたもど
大
家
庄
保
青
所
の
巻

〔宝
物
は
な
あ
に
？
〕（
3
成
児
）

を
川ん
た

（
紙
之
川

後）

「た
か
ら
も
の
」

・閤目おじいちゃん、おばあちゃんの前でー。

！
ナ
ー
で
す
」

似
向
上

「お
願
い
し
ま
す
。一
川
か
ら
白

か
ら
披
れ
て
ま
す
」

ル弘の
f
「は
い
わ
か
り
ま
し
た
｝

（3
人
の

K
の
了
が
も
み
は
じ
め
る
）

似
内
世
「
あ
i
気
持
ち
い
い
わ
」

A
子
「
あ
れ
つ
・
先
生
ゆ
び
わ
し
と
ら

ん・・
・も
た
ん
が
け
え
」

川出向上

「
い
っ
ぱ
い
持
っ
と
る
よ」

u
r「う
そ
や
、
も
た
ん
が
や
」

A
下

「お
と
う
さ
ん
に
こ
う
て
も
ら

わ
っ
し
ゃ
い
」

U
下
「
も
し
か
し
て
お
と
う
さ
ん
お

ら
ん
が
あ
っ
・」

似
unk

「そ
う
や
ね
え
』

k
ι
J
『
’

H
分
で
か
え
ば
あ
」

川凶行
L
L

「
そ
う
ゃ
ね
え
：・」

あ
れ
こ
れ
心
配
し
て
く
れ
る
お
ま

せ
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
で
し
た
。

で

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
占
い
て
ロ
同
行
日

（中
1

川
消
印
れ
効
）
ま
で
役
以
総
務
訓
総

務
出
制
係
（
干
側
’
0
7
9
3制
川

町
迫
下

1
1
3
3）
へ
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
同
苫
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ロ
川
け
の
中1
巡
行
は、

p．
N
飽

き
ん
、

p
．N
O（
心
臓
）
さ
ん
、

P
N

T
OT
Oさ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
‘

投
稿
コ
ー
ナ
ー

｛早
い
も
の
で
、
も
う
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
」
（p．
N
切
さ

ん
）
・
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。

2
0
0
l
年
も
残
り
1
か
円
。
新

し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
で
す
。

今
川
の
テ
l
マ
は
「
私
の
好
き
な

朝
日
町
」
で
す
。
テ
ー
マ
に
得
せ
ら

れ
た
コ
メ
ン
ト
を
ご
紺
介
し
ま
す
。

偶
然
に
も
同
じ
風
説
が
校
梢
さ
れ

て
き
ま
し
た
よ
。

朝
日
町
！
山
っ
し
ょ
山
川
朝
日
岳

も
最
近
雪
化
粧
し
て
イ
イ
感
じ
だ
H
－

（

p
．N
滝
神
亮
さ
ん
）

⑬
朝
日
町
民
な
ら
や
は
り
そ
う
思
い

ま
す
よ
ね
。

朝
日
町
の
い
い
と
こ
ろ
と
い
っ
た

ら

「ウ
チ
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
え
る

朝
日
岳
」
で
す
。
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
番
落
ち
着
く
所
で

一
番
い
い
風
景

G
〈
ん
「
ぽ
く
の
た
か
ら
も
の
は
ガ
オ

レ
ン
ジ
ャ

l
H
」

F
く
と
ぼ
く
は
シ
ョ
ベ
ル
カ

1
や
よ
」

R
hZ
「私
ね
、
ド
レ
ミ
の
人
形
l
」

H
くん

｛え
っ
と
ね
l
、
メ
ガ
レ
ン
ジ

ャ
l
と
ゴ
l
ゴ
l
フ
ァ
イ
ブ」

y
hゃん
「あ
た
し
は
ね
え
、
マ
マ
1

マ

マ
が
た
か
ら
も
の
1

」

〔
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
で：・
〕

（

5
此
川
止

（川帆
父
付
制
刊
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ

ー
に
て
）

ぷ
の
下

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
い
ムJ
っ
し

ゃ
い
。
こ
ち
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ

を
な
が
め
る
。
落
ち
着
き
ま
す
。

（

P
N月
之
円
猫
さ
ん
）

⑮

い
い
川
に
住
ん
で
ん
な
あ
。

朝
日
町
の
好
き
な
所
！
山
崎
小
学

校
l
a
－－－
今
は
無
き
。
悲
し
い
ツ
ス
。

⑬
美
し
い
思
い
山
で
す
ね
。

思
い
山
・
と
い
う
こ
と
で
来
月
の

テ
ー
マ
は
「
2
0
0
1
年
の
思
い
出
」

で
す
。
山
恥
し
か

っ
た
こ
と

う

れ

し

か
っ
た
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
2
0
0

l
年
の
思
い
出
を
投
一制
し
て
、
新
し

い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
H
た
く
さ
ん

の
投
糾
を
お
伴
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

テ
ー
マ

に
投
稿
さ
れ
る
方
は

き
る
だ
け
イ
ラ
ス
ト
と
は
別
の
は
が

き
に
川
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
氏
名
の
掲
載
が
阿
る
喝
行

は
、
氏
名
の
ほ
か
に

「匿
名
希
望
」

や
ペ
ン
、
不
l
ム
を
お
占
き
く
だ
§
ぃ
。

8
mw
Oイ
ズ

~a'® 

〔問
題
〕

①
成
人
行
名
簿
に
依
っ
て
い
る
今
年

の
成
人
指
は
何
人
つ
－

A
1
6
5
 Q
U
Z
E
氏
〉
つ
ι

C
1
6
4
 

②
平
成
山
年
度
の
決
算
、

一
橋
制
作
が
多
い
の
は
つ

A
十
本
白

B
総
務
行

歳
出
で

C
M此
小

川
以

町長のびとりごと

郷里に粗いをよせ活躍しておられ

る関東・関西の同窓、旧友と親交を

温めております。日ごろ留守がちな
私を支えていただき、みなさんに感

謝しております。

さて、先日読んだ本の中で、 時代

を反映している言葉を見つけ、中に

は今必要とされているのではと思う
言葉もありました。I銀ぶらj、Iイ

タ飯J、fプリクラJ、Iちょボラjで

す。どんな意味か考えてみてくださ

“明日のあさひを考えよう” I町長

と話す集いJも20日で終わります。
今回は、地区からの要望に応える

ため、担当課長を同行させました。

みなさんの考え・思いを f耳と目と

身体Jで感じて来年以降の町政に反

映したい思いでまわって来ました。
いま日本国の進む道（方向）が、

私には見えてきません。従来どおり

のように考えてはいけないのでしょ

うが、私たちにどんな I我慢Jがで
きるのか。みなさんも小泉内閣の行

方を見守ってください。

郷里をこよなく愛しておられた左

幸子さんが逝去されました。体育教

師から女優に転身さ札 個性諏女優

として1映画史に大きな足跡を残さ~r
ました。寂しい気持ちですが、ご冥

福をお祈りします。

先ほどの4つの言葉の意味です

が、 f銀座をぶらぶら散歩J、fイタ
リア料理i、fシーlレ写真プリント倶
楽部j。ここまではご存じの方も多

いと思いますが、 IちょボラJ、「ち

ょっとしたボランティアjは初めて

では？肩に力を入れてがんばるので

はなく、たとえ1時間でもいいから
自分にできること、関心のあること

から始めてみよう、という意味です。

そして「悪役になろうj。子どもを

叱ることも「ちょボラjなのだから。

(I l月11日記）

軍国・



U
月
l
日
か
ら
4
日

ま
で
の

4
日
間
、
第
辺

日
朝
日
間
美
術
展
が
ア
ゼ

リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
絵
師、

書
、
彫

刻

・
工
芸

・
デ
ザ
イ
ン
、

写
真
の
各
部
門
に
1
8
2

点
（
特
別
出
品
合
む
）
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
町
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が

鑑
員
に
訪
れ
ま
し
た
。

各
部
門
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

絵
画
部
門
町
展
大
賞

「
蔵
の
見
え
る

｝
附
」草
東
時
夫
（
西
町
）

V
町
展
覧

魚
津
兵
子
（
荒
川
一
丁

H
）
、
森
野
京
チ
（
下
山
新
）
V
奨
励
賞

越
問
松
子
（
平
柳
2
区
）
、
能
品
睡
（
下

山新）、

尾
崎
真
理
（上町）
V
佳
作
藤

井
弘
子
（＝
一枚
楠
）
、
砂
田
工
弘
（
平
柳

2
．U
）、
城
川
淳
（
窪
問
）
、
西
問
真
開

（藤塚）

書
部
門
町
展
大
賞

「谷
の
牧
場
」
南
部
紅
峰
（
平
柳
1
区）

V
町
展
賞
経
樺
頼
子
（辻
特
崎
）
、
由

井
室
子
（月
山
）V
奨
励
賞
舟
見
博
美

（
荒
川
ニ
丁
目
）
、
高
間
尚
峰
（
般
町
）
、

広
田
敏
男
（
革
野
）
V
佳
作

設
国
悦
子

（
西
町
）
、
越
問
診
・栄
（商
品）
、
青
島
悦

Q.介護支援事門員（ケ7'マネージャー）とは？

A.介護ガ凶悪と認定され定方l之サーヒス刷用
計画書を作成します。

ず相 談ろ介護よ
介護

$ぎ
医療の現場から

あ

家~g
城き裏
lヨざま院
ピニさ産

博之費
科

医

長

子
（
羽
入）、

田
畑
林
弥
（
荒
川

一
丁
同
）

彫
刻
・工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
町
展
大
賞

「ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

『椿
』」

野
沢
好
美
（
栄
町
）

V
町
展
賞
内
川
晃
（
明
野
）
、
野
村
雅

子
（
下
山
新
）
V
奨
励
賞
近
藤
朝
下
（
長

野
）
、
川
上
貞

一
（
長
野
）
、
筒
井
絵
取

子
（
泊
高
校
）
V
佳
作

大
谷
佳
映
（
泊
高

校
）
、
谷
陽
子
（
泊
高
校
）

写
真
部
門
町
展
大
賞

「

双

花

」

中

島

好

子

（
W
M
白）

V
町
展
賞
深
見
恵
子
（幸
附
）
、
魚
津

博
文
（
上
町
）
V
奨
励
賞
広
瀬
武
夫
（月

山）、

寺
凶
志
保
（
千
葉
県
）
、
折
谷
か

は
る
（
上
道
下
）
V
佳
作
内
杉
昭
康
（ぷ’

動
堂
）
、
松
岡
弘
（
下
山
新
）
、
木
村
美

需
下
（
本
川
）
、
能
沢
道
犬
（
下
山
新
）

育介護保険のサービスを利用する万な

どに希望やII）身の状態などを考慮、し、

サービス計画を惇成いたします。

女適切な在宅または施設のサービスが

利用できるように、在宅サービス事

業者、介護保険施設等との連絡調整

を行います。

北
信
越
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

（9
／
9
金
沢
市
）

V
少
年
男
子
の
部
1
位
佐
渡
彰
一

新
川
地
区
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

（9
／
お
魚
津
市
）

V
男
子
マ
刷

m
1
位
山
崎
友
怖
マ

1

5
0
0
m
l
位
学
問
責
視
V
女
子
マ

ω
mリ
レ

l
l位
朝
日
中
（
藤
…出
来

那

・
小
松
友
美

・
右
黒
優
架

・
行
口

碧）新
川
地
区
中
学
校
新
人
選
手
権
大
会

（9
／
お
1
黒
部
市
ほ
か
）

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
男
子
1
位
朝

H

中
V
サ
ッ
カ
ー
マ
2
位
制

H
中
V
剣

道
マ
男
子
同
体
3
位
朝
日
中
マ
女
子

個
人
1
位
椿
友
利
恵
V
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
マ
女
子
同
体
3
位
朝
日
中
マ
問
個

人
l
位
高
倉

・
坂
口
組

県
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会

（9
／
却
富
山
市）

2
位
レ
モ
ン
ズ

小
学
生
男
子
・
女
子
ミ
ズ
ノ
杯
争
奪
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
叩
／
8
黒
部
市
）

V
男
f
l
悦
朝
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

県
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
新
人
大
会

（
叩
／
は
宇
奈
月
町
）

V
女
子
マ
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
3
悦

篠
田
由
梨
子
マ
初

m
×
4
ラ
ウ
ン
ド

2
位
制
中
瞳

3
位
水
品
祐
子

第
げ
回
町
協
会
長
杯
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル

大
会

（
叩
／
げ
1
ゆ
サ
ン
リ
l
ナ
）

V
男
子
マ
A
ク
ラ
ス
l
悦

n
．
w
．
0

2
位
ジ
ゴ
ロ
マ

B
ク
ラ
ス

1
的
大
家

出
ピ
l
チ
ボ

l
ル
愛
好
会

2
位

5
2
コ
吉
川マ

C
ク
ラ
ス

1
位
、下
二
区

2
位
迫
下
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
マ
D
ク

ラ
ス
1
枕
大
家
圧
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
愛

好
会

2
位
蛸

V
K
子
マ
A
ク
ラ
ス

1
位
ビ
ー
カ
ー
ブ
1

2
位
朝

U
ク

ラ
ブ
マ
B
ク
ラ
ス
1
位
5
2
2
ミ

2

依

4
℃
マ
C
ク
ラ
ス
1
位
大
家
庇
ス

マ
イ
ル

2
位
遊
夢
マ
D
ク
ラ
ス
l

佼
ミ
ッ
ク
ス

2
位
大
家
庄
ス
マ
イ

レ第
沼
田
朝
日
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
大

12月のスポーツ

・町民ビーチポール大会
2日目サンリーナ
8:30～ 

・町民バレーボール大会
2日目第2体育館
8:30～ 

・夜間バレーボール大会
3日旬、 5日ω、7日働
サンリーナ
19:30～ 

・寺田杯ミニバスケットポール大会
9日目サンリーナ
9:00～ 

・町卓球選手権大会
9日目第2体育館
8:30～ 

・第20回記念町児童クラブ交流
ピーチポール大会
16日（日）サンリーナ9:00～

朝日町在宅介護支援むンター

ft83-0303 

※料金は無料です。お電話

下されば、お宅に訪問い

たします。

－・

会

（
叩
／
お
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

V
男
子
2
位
川
上
勝
之
・
坂
藤
亮
抑
制

V
女
子
1
位
肘
波
和
代

・
泉
友
子
組

新
川
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

秋
季
大
会

（
叩
／

U
i
mサ
ン
リ
ー

ナ
ほ
か
）

V
男
子
3
悦
朝

u

町
地
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

（
叩
／
お

棚
山
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
）

l
位
宮
崎

2
位
泊
三
区
B

3
位
五
箇
庄
B

第
mw回
国
民
体
育
大
会
一萩
季
大
会
）

「
み
や
ぎ
国
体
」
出
場
選
手

V
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
マ
少
年
男
子
同
体

優
勝
佐
渡
彰
一
、
清
水
洋
民
（
泊
高

校
3
年
）
マ
少
年
女
下
団
体
8
位
柏

木
千
伝
、
鹿
野
麻
衣
、
寺
田
器
菜
、

七
海
真
梨
（
泊
向
校
2
年）

V
レ
ス
リ
ン
グ
マ
少
作
男
子
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
日
以
縦
2
位

南
茂
耕
太
（
滑
川
高
3
年

）

、

V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
マ
少
年
女
子

5
伶
掛
川
叫
沙
織
（
龍
谷
富
山
高
3
年）

上段右から佐渡、清水、柚木、廃野、

寺田、七津

下段右から語義、南茂

ー

ロ
月
旧
日
か
ら

実
施
本
部
設
置
l

川
し
ま
す
。

O
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

除
吋
．．
 

mは
急
に
パ
ッ
ク
し
た
り
し

ま
す
の
で
危
険
で
す
。
お
年
寄
り
ゃ

子
供
た
ち
に
家
低
で
よ
く
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

O
消
雪
パ
イ
プ
の
散
水
停
止
時
間

的
吋
パ
イ
プ
は
、
従
刈
契
約
に
よ

り
ト
仕
必
の
時
間
は
水
が
止
ま
り
ま
す

の
で
、
ご
則
仰
を
お
側
い
し
ま
す
。

l
l
e
A
U’
‘，内／
？
ハ
U

円

J
n
u
i‘，
A
斗
－

n
u

l
l
n
U
4
61
1

ハU
1
l
n
u〈
4

・l
－
n
u

O
除
雪
に
関
す
る
ご
要
望
は
町
内
会

長
を
通
じ
て
左
記
へ

〈
国
道
〉
州
土
交
通
省
黒
部
国
道
維
持

出
張
所
色
白
1
1
7
1
4

〈
県
道
〉
出
山
県
人
普
土
木
市
け
務
所

宮

ηー
1
0
9
9

〈
町
道
〉
仰
け
川
役
場
迫
路
除
吋
本
部

g
m∞l
1
1
0
0
 

（附
川
外
）

Em－
－

3
0
0

更年期障害について
日本人の平均寿命は男女とも

に世界ーを誇り、女性は85歳
にも達しています。女性の閉経

の平均が約50歳ということを

考えれば、閉経以後の約30年

間は、人生の3分の1を占める

ことになります。

産婦人科でも高齢化に伴い、

中高年女性の患者が増えてきて

おり、その中でも多くの方が更

年期障害に悩んでいます。

更年期障害は、閉経前後の

10年間ほどのうちの数年間に

みられることが多いのですが、

個人差も大きく、症状も多彩で

す。主な症状として顔のほてリ、

のぼせ、異常発汗、彰季、めま

い、頭痛、不眠、不安感、華麗

疲労感、肩こり、腰痛などがあ

ります。

原因としては、多くは卵巣か

らの女性ホルモン（エスト口ゲ

ン）の分泌の低下 ・停止であり、

環境の変化、精神的な要因があ

げられます。

治療法の基本は、分泌の低下

した女性ホルモンを補充する薬

物療法です。ホルモン補充療法

はすべての方が受けられるわけ

ではありませんが、更年期症状

の改善に極めて有効と言えま

す。また、補助療法として漢方

療法があり、当科では症状に応

じて漢方薬を選択し、処方して

います。

更年期障害でお悩みの方は、

ぜひ一度当科に相談にいらして

ください。

ぃ

O
路
上
駐
車
は
や
め
て

迫
路
上
に
’
H
動
以
を
放
目
さ
れ
る

と
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。

O
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

雪
を
迫
路
に
捨
て
る
と
交
通
の
支

障
や
事
故
の
原
悶
に
な
り
ま
す
。

…0
歩
道
除
雪
に
ご
協
力
を

歩
道
は
一脳
が
挟
く、

附
山首
物
も
あ

り
除
勺
引
で
す
べ
て
の
除
勺
は
で
き

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
力
で
除
叶
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News & Topics 

歴史に導かれご対面
-r横尾jさんが「横尾j地区を訪問一
新潟県安塚町行野地区に住む22人の I横尾jさ
んが10月27日、朝日町横尾地区を訪問し、長願寺
で懇談会力匂ラわれました。

朝日町にある申世の山城横尾崎の城主力戸、安原町

行野地区の横尾家祖先であったことからこの懇談会

が実現しました。

安塚町行野地区は全31戸76人の集落で、そのほ

とんどが横尾姓を名乗っています。［舎回は実現し

ませんでしたが、香には再び来町し横尾城を訪ねて

みたいJと、22人の「横尾さんJは話していました。

1確かめてその手にあるのは資源物j
一環境フェア2001inあさひー

環境にやさしい町づくりを目指し、環境フェア

2001 inあさひが11月11目、アゼリアホールで開

催されました。

会場では、日用雑貨のガレージセールや包丁と

ぎ、傘や靴のかかとを修繕するコーナーなど様々

な催しが実施されました。

体験コーナーでは、酒箱からマガジンラック、

牛乳パックからはがき、ふろしき・衣類からマイ

パッつなど、廃昂を再利用する方法を詳しく紹介

し、たくさんの人が参加していました。

、〉／

来年はふるさとに行かんまいけ
一関西朝日会第4回総会一

今年で4回目を迎えた関西朝日会（菊地克信会
長）の総会が11月4目、大阪の東洋ホテルで開
催されました。

当日は、関西在住の町出患者約110名をはじめ、

町からは魚津町長、中陣町議会議長、虞田副議長

のほか関係者が出席。議事では会員の拡充や朝日

町への玉援を継続していくことのほか、来年度、

朝日町を訪問することを決めました。

総会終3後は親睦の集いを行い、会員不自亘の交
流を深め、ふるさとの話に花を咲かせました。

「美昧しんぼj来たる！
一人気漫画の取材が朝日町ヘー

小掌館発刊のピックコミックスビリッツに連載

されている人気漫画、 I美昧しんぼjの原作者であ
かりやてつ

る雁屋芭さん（写真中央）が11月11日、取材の

ため朝日町を訪れました。

漫画で 「日本全国昧めぐりjを企画しており、

6白から来県。朝日町では蛭谷のパタパタ奈と宮
崎のタラ汁を取材し、タラ汁の調理方法や歴史な

ど興昧深く聞き入っていました。

掲載予定は未定ですが、朝日町の昧は、 I謡霞
申うさん

雄山Jには確かに届いたようです。

県知事と「ふれあいJました
-r知事のまちまわりj朝日町ヘー
申；q:i豊県知事が、県内市町村を巡回し、施設の

視察や地元グループとの交流を行う「知事のまち

まわりJで10月31目、朝日町を訪れました。
知事は、らくち～の、なないろKA Nなどを視
察したほか、朝日なないろ特産会、 ill:脈野園芸ボ
ランティアグループとそれぞれ ［ふれあい苅話j

を行いました。

昼食は農村女性グループ連絡協議会、宮崎浦漁

協婦人部が、朝日町の特産自を生かした食事を用

意。料理に舌鼓をうち、知事は朝日町奇寄分に楽

しまれた様吾でした。

Ney::s .~Topics 
広報係では、あなたの回りの身近在話題を待っています。

H83・11 00 内線213へ

r L ov EH~rゲッチューjできたのか
一波打ち際のLOVEゲツチユ一一

舎年で3回目となる、若者に出会いの場を提供
するイベン卜fLOV Eグッチュ－J 力~ 1 1 月3 日、

ヒスイ海岸オートキャンプ場で開催されました。

舎年は参加者がグループに分かれて、バーベキ

ューの準備を進める形式。互いに協力する中で打

ち溶け合い、参加者の名前を使ったビンゴグーム

で盛りょがるなど、降り出した雨も気にならない、

和気あいあいの雰囲気となりました。

さて、連絡先を教えあった方々のその後は－－－？

.a・
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健康インフオメーシヨン
問い合わせ ：保健センタ－ tt83-3309 ※母下干似持参
rJl 業 名 ｝』 日 4ι~ ‘ ~ （対象者等） 受付時間

一
健康体操教室

12)1711・141ず1・
2111・2811~、 保健センター

((j;"ll/'l'l れも（余）9:30～

12) 1711・141ず1・
保健センター2 I 11・2811 t、

れも（金）9：・30～
健康相談 一けII淡ぷi"I! fl') I 2J J 411 ・I 111 ・ 

1811 ・251 I 老人稿判｜．センター0~12~.；： u{t!1 1 ＇訂以鎚センターで L、ずれも（火）
対~ tt判 l，淡 13:30～15:00 

l 2J I 1911 （水） il主幹集落センター
13:30～l 5:00 

機能訓練 12JI 411・18H
保健センター~ 

( I，都品j尚断~fj-) 
13:00～13:30 

心の健康相談 12) 1311・17IJ 
r肺ち］＇；約；l~Jですカl',[i;t~での受けHす＇］ し、ずれも（JI) 新川｛呆他l肝
します（fi52-I 224) 13:00～14・。。
ほう1'1.E人の相談ち受Itま

女性の健康相談 l1J;割合計Ji¥111 所（山手JU
の身体的・ f.1~11(1内悩み

マタニティ教室・赤

ちゃん広場※ 12111811 （火）
保健センター（州1!.ば ｜：のころまでのぺ 10:00～l I :30 

む平んとその付税

ゆめっこランド
I 2J J 1311・2711 

保健センターL、ずれも（水）
If法（ll~i本人19i9lとその得税・家/hf) 9:30～I I :30 

ゆめっこランド自由開放
12Jl611・20円

保健センターいずれも （ ~（ ）
rrw1両ぷ人tfr9lとその母親・家&il 10:00～l I :30 

一4か月児健診※ 12JJ2511！火）
保健センター(l3ll'8J l’！？まれ｝ 13:00～13:30 

9～10か月児教室※ 12) J 2511 （火） 保健センター(13l1;211、3JJ'J:.まれ） 9:30～1 o:oo 
一

3歳児健診※ I 2J 12711 （本）
保健センター(1011:611、71l’hまれ） 13:00～13:30 

（ ……の予防について
今年もそろそろインフルエンザが流行する時期を迎えました。

以下の点に注意して、冬を乗り切りましょう。

①先，；宅11;1の手洗い、うがL、を励行しましょう。

②＊1をの干IR給、休器、 ｜険｜出を ｜づ〉とり、規則正しい生前を
心掛けましょう。

③室内は湿気をある程度保ち、H寺々換気を行いましょう。

＠汗をかいたら、こまめに泊待えをしましょう。

置国’
0あさひ総合病院

人をいつくしみ o人を理解し 、人をいたわり o人を愛し 0人を信ずる

このI以が社会信徒ののである．

ふくし
＠ 

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民聞社会福祉

団体です。

事務所 朝日町福祉センター内
n 83-0576 
回 83-1589

第9回ボランティアの集いを開催
「広げよう ボランティアそのやさしさとその勇気j

“ボランティア国際年” を記念して

第9回朝日町ボランティアの集いを

10月18目、アゼリアホールで開催い

たしました。

集いは、町民やボランティア団

体・福祉関係者など約500人の参加

者でにぎわい、害育ての楽しさや喜

（材料8人分〉一

米一一…...・H ・..'1 (I fだし...・a・I・ 1/3カッフ
生椎茸 e・o・.... ・・・ 16枚 I i何… 一 …大さじ2
しめじtri ... 2パック A｛しよう油......大さじ l

えのき茸… .... 2災 1みりん…日大さじI・ 1/3 
まいたけ… • 160グラム L塩 小さじ1'3、l’2と少q
サラダ油 …大さじ2 熊菊…・・….....・H・・4枚

・・・．． ． ． 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
・

”霊の袋”に

あたたかいこころを
びを広げるために、吾首てパスケツ； 一歳末助け合い運動ー

トボランティアグループ（町保育士で

つくるグループ）による「叡遊びJや； I歳末朗け合い運動jは、新たな年

I作って遊ぼうJの活到発表、また山 を迎える時期の12月1白から31日ま
崎保育所ゆり組さんの遊戯による特 ：での1か月間「地域で吏え合うあっ

別出演、民語。民舞で青磁苑などを たかいお正月Jをスローガンに舎年

窃閉しているボランティアクルー；も実施されます。

．姐 塑凹ポランティ？の集いi⑥
町四F開ヲヌ事伊開。哩~廷の電気 現（作り方〉ー

①きのこはイiづきを除いてさっと洗い、総n:
はA~ く切り、しめじとまいたけはほぐし、
えのきn：は3等分する。

②鍋にt~iを熱してきのこをサッ と妙め、 A を
加えて煮てさます。こし措を通して:QHと
具に分ける。

③炊飯器に米を人れ②の煮汁を加え、水を起

し30分おく。

＠！起を加えて②のきのこを乗せ、普通に炊く。

⑤黄菊は花びらをはずして洗い、酢を加えた

熱湯でi羽目しし、ぷにとり、水気をしぼる。

⑤炊き ｜；カ1ったと似を混ぜ合わせ、慌に雌り

菊を散らす。

ブ・個人等が、日ごろの練習

成果を搬露され、会場から終

始大きな拍手が送られまし

た。

ロビーでは町内小申掌校の

ボランティア活動発表パネル

展も同時開催し、ボランティ

アへの関心をアピールしま

した。

社会福祉協議会では、町や協同募

；主主さらには地戚住民や町内会、民

：生・兜童委員協議会、社会福祉施設

・等の関係機関・団体の協力のもとに、

据郎や受援を必要とする人たちが、

地i現や施設で安／~＼して暮らすことが

できるよう据間活動を展開するもの

です。

みなさんからお寄せいただく“愛

Jの袋M 募金は、恵まれない家庭や寝

； 福祉・ボランティアの受賞者 ］ 
10月に開催された第50固富山県社

会福祉大会並びに第13田富山県民ボ

ランティア大会で、朝日町から次の

方々が表彰を受けられました。

0富山県社会福組大会

l;f 1 11以究II ’J ~~~謝状 佐々木良作

（商保：：永年勤続民宝兜童委員）

12月の休日救急診療当喬医~＝~＝～午後開
2日（日） 高桜医院 tt82-0010 
9日（日） 松富医院 tt82-0051 
16日（日） 丸川病院 tt83-3391 
23日（日） 高桜医院 tt82-0010 
24日（月） 販東病院 tt83-2299 
29目（土） 橘 医 院 tt82-0791 
30日（日） 寺崎医院 tt82-1118 
31日（月） 煩東病院 tt83-2299 

富山県社会福祉協議会畏表影

慣谷外茂吾

：たきり老人、重度J白書障害者さらに

は長期入院者、福祉施設入所者等に

．お見舞主としてお届けいたします。

”愛の袋”翠金の取り服いは、担当

（笹川保青所：児童福祉施設問労） ；の民主委員さんまたは町内会長さん

O富山県民ボランテイア大会 ；にお願いしています。

ボランティア活動推進富山県民会 ： みなさんのあたたかい思いやりの

議会長表彰 まんさくグループ j気持ちを’愛の袋”にお願いいたし

（映像ボランティア） ：ます。

ありがとう
も あたたかい忘
。 錦臼町善意銀行

(10月11日～11月10日）

• 114 Flllf とく名さんから 7,5001'1 

‘’モグラ会さんから 13.9001'1 

5.000川司Fと〈名さんから

ft83-1160 第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。急患は夜間 ・休日を問わず、24日寺聞いつでも受け付けします。

「町

なお、昨年皆さんからお寄せいた

；だいた募金1,859.323円は町朗成金

等とあわせて、 619名の方々にお見

舞金としてお届けしました。

( 1世帯300円以上を目僚にしています）

・国E



くらしの情報室

I ivirig lllf.c)lr町四tiiori

平成13年度富山県スポーツ奨励賞を受賞
山1.（のスポーツ活動への参）Jllを焚励し、スポーツ人llのWI大を肉ること

を｜｜的とした貨で、!;iJJHlffTからは以卜のみなさんが受n：ちれました。
のびのび賞（小学生を対象） ｛－  F一一
•* 1州立Hさみさと11、6llて）

1：~ 1 1 Iバレーボールスポーツ少lI'・ I寸｜

f1l1名健次（Ji筒j土小6'rド）

~!J J 11ジュニアテニススポーツ少11：川

ほのぼの富

・ '11r I人l 術（68歳 ・笹川｜）

’；~JI i ’；［！；~クラブ

－小川みどり（90歳 ・値下型fl

制11lllfゲートボール協会

平ぶ13年Ji.

寄J,,~スイ－：－ツ財閥’健夫

右から奈さん、仙名さん、木村教育長、竹内さん、小lIIさん

f.t・街カ： Ji援なご されますので、数’炉~＇；；：の

児童手当を支給しています j歳末のサイレン欧鴫について ；山総な記入をお願いします。
9~ i'j\ 子、＇＇1 は、 義務教 fl就学 i'Jtj り~ ·W : 歳末の科別件 If•支のサイ レンを次の ： 一経済係業省 富山照 明I1111 fー

を長打している方に支給されていま ：とおり l次的しますので、火災と間逃 ：

す。 ：えないようとji：ぷくださL、
この F勺は、 J11請によって受給で ・O映鴫日時 12JJ2811～31 Uまで

きるもので、 lド約していないと受給 ・ 午前711与と午後91時

できません。 （供が立まれたら、ll¥: まとい

’Ur1iとー紺に児針判の111,j,'Jt忘れ ： 朝日町消防団に纏寄贈
ずに消ませまし ょう。qi,ii'lのl僚は、

のJJ分のr吋についてはがj々 fド）の ：の鹿熊宏司：！＼：よ
11][仰が ・／！：制以上の以ηには、 iiJr'r'.f.：り消防l・tlへ’f刊行

;i1111:1」により立給されません。 ：されました。

打 しくは役JM健威福 ~11: ;w地域悩 M:

i系 （fil）、l~~ 142）へおllJJL、介わせく

ださい。

確定申告書等の用紙が
新しくなります。
、！と成141rI J-Jから所幻悦の！総定＂＇

~ ＇ ； ，~｝カ＇－＊Ji しくなります。 Ill紙がA4

サイズになるなどのほか、 記載品目lを

繋f'llするなど舵いやすくなりました。

また、税務'Hに新しいシステムが

将人§れたことに if い、 11 ，~＇；·，＇n·； が

0 C 代 JI J ~，氏 （ コ ン ピュー タが数’i’： を

凶践読み取る）に変わります。1rxり

鍛いにごii：，立くださL、。

今後の消防卜同

における名強行・Hて？：にifi川されます。

正しく

使おう

暖房器具 ：

製造事業所のみなさんへ

レヴ方リューションNn3

：酔いどれ暗殺剣

オ－ －マイ・ガアツ！

ロシア幽霊軍艦事件

銀一小のスサ
猫
つ
の
ラ

方

ブ

け
ア

明

五倍宗久

保服和志

童城一紀

ま井義男

浅田次郎

島田荘司

～統計調査にご協力ください～

12JJ31 I I現在で、次の統.n-;v司ftが
l1i]ll与にuわれます。
・平成13年工業統計調査

製造事業所の実態を調査します。

．平成13年石油等消費構造統計調査

従業員30人以上の製造事業所の

石油等の消費実態を調査します。

今年J2J-Jから来年 l月にかけて調

'f"f.11がお伺いします。

なお、調査祭に記入していただい

た｜λl作については、統計法にJ必づき

朝日町立中央図書館（n83-0574) 

新しい本
ara 

本の紹介
転生 田口ランデイ

かんたん！！コツのわかる本

フッ トワーつ編集部

世界のひびわれと魂の空白を

柳 美里

IC＼のたどる道 S・ タマ一口

腕で歩く B・ウィーランド他

あなたが I童持ちサラリーマンJに

なる方法 副島隆露

『よ
ろ
ず
お
直
し
業
』

草

上

仁

著

あなたの大切なもの、こわれてい

年金だより
おじいさんは山へ重儲けに ・ませんか？一度こわれてしまったも

村上龍 ：のは、なんでも、お直しいたします。

20歳の必須科目です！！国民年盆 彼の人生の場合と彼女の人生の場合 自には男えない命のねじを、自に

原因宗典 は見えない1C1の指で、くるりくるり

何だかんだと ナンシー関 ：と巻き戻す。そうすれば、ほら全部

：ちとどおり一。

・血－司7. たった五年分しかない思い出だけ

アリと二ノ G・ サイード ：を胸に秘め、サパロはあらゆるもの

猫の害 平出隆 ：を直し続ける。自分自身の1C1臓のね

るりはこべ（上下） 丸山健二 ；じを、毎日電B、少しずつ巻き戻し

僕は結婚しない 百億慎太郎 ：ながら…。物語の名手が描く、 1C1聴

逃げてゆく愛 B・ シュリンク ：まるファンタジック ・ストーリ一。

'"' 1.( ｛ド金は、高齢や不胞のが放な

どによ って私たちの生活が加なわれ

ることのないよう、前もってみんな

：で保険料をtHし合い、経済的におI/

：いを支え行う制度です。

このaJIJI立で‘は、 ｜｜ぶにfl:んでいる

: 20械から60成までのすべての人が｝JU

人することになっており、 ’lυl：のみ

なさんも、20裁になったら必ず11<11.(

{f ＇：＼~に）Jll 人し、 保険料を納めること

がil;fjlで義務付けられています。 大ホット求人情報交 平成13年12月分

あなたもキチンと保険料を納めて
盤II
求人積級 年宣言

賃金 減策t覇所 採用 資絡経験

番号 4’ill立：1’j》 体 日 人数 免 都 号事

看護婦（士）
18才 195.000～ 幸司． 道下 2 准ni.i賜｛士）、正活
以上 200.000 目線他（水、 土半日） 護婦（土）免許

2 介 言量 滋貧
50才 152.000～ 繍.；i: 2 ;j;ームへルパー2級
以下 152.000 他（月8自体み）

3 !.Ii g g市見 習
16才～ 120,000～ 軍司~下

中卒
20才 200.000 火｛邑（lll3日周）

4 
ホ ー ル係

不問
192.200～ 剣 道下 4 不悶

カウ ンター係 204.200 他（4湿4休）

5 遺 築板金 工 18才～ 132.000～ 
羽 下野

2 普通自動車免許
60才 330.000 臼祝他i主社力レンターによる｝ ｛板金課程官加）

6 
霊機オベ3世S帯主主 18才～ 184.000～ 毒事 大草EE Z軍事‘車両系建設備
作 業 50才 276.000 日1¥!（吉社カレンダ叩による） 帰還転者

7 議 I里 員 18才～ 180.000～ 
弱。 治 普通自動車免許、

300.000 月他 中豪料理経験者優遇

8 
販売汲びレジ 20才～ 700～750 期平柳 2 不問
（パート） 45才 ｛時間鎗） ｛也（月8～9自体み）

9 
飲食サ ービス

不問
750～800 朝 平柳 2 不問

（パー ト） ｛時間鎗） ｛也（月に7自体み）

10 
販売員

不問
680 車且道下

不問
（パート） ｛時間総｝ 日

大きな’ぷ心を手に入れてください。

み4携を果たすことが大人のや11川人

りです。

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナ＿，,;l:lllfが入札したちのを財載していますー （H13.10. 1～I 0.31) 

r. 純jUt!J先 完成J"；ど ,:,rn＇.量級 ::(.! r, r. l諜行

五とj!Ji＇：ム全/J1!i，没常的。Ji:i'l 11.J 曲者 13l1：・1Ill 5、460.000 Ji車問 ill .~ ill .~ぷ11Jf)t'i1坊の禍1」t;l鋭u;1;,;t~ Hlil ，没ii'i 1."li 
.i[j~ 総決新設改良’wi

淀川 1311' II JI 5.160.000 小川他殺0'111fJill .~ ，；型mr迫ii~水川総括日銭 1. 'li

1<・J1:!}111r1吋地I~｝ I申外刊で l山水：？改修 lンJi 向｜湯川 l川 JI[ 11. i"Ol .500 1J1JH；~~ i:業所 ｜也 i'.l.~ 

臨調・

or求人情報一覧表iもご利用ください。
m平しいことは、魚津公共職業安定所羽仁｜分家 宇82-0198へお問い合わせください。、司五

くらしの情報室

!Living l11f or町四割むfl

12月の音種相談
〈相談は無料です〉

3日（日）裁判所出張調停相談10:30-15：・00 福祉センター

4日（刈 悩みごと相談
13:30～16:00 福祉センター

5自体）結婚相談
13:00～16:00 福枇センター

法律相談

保健・介護相談

11日（X)子育て・教育相談
母悩子みご・父と子相相談談

13:30～16・：00 福組センター

12日（ホ） 年金相談10:00-15:00 役場会議室

18日（火）
悩みごと相談・行政相談

人権・登記相談
13:30～16:00 福紘センター

19日（水）結婚相談
13:00～16:00 福批センター

お日（火）
悩みごと相 談
13:30～16:00 福枇センター

26日（水）年金相談10:00～15:00 役場会議室

．教育相談

受け付け時間 （月・水・木曜日）

9 :00～16・oo ns2-1 ooo 
．子育て相談

受け付け時間 （月～金曜日）

8・30～17:00 n83-1920 

12月のガソリンスタンド休日当番店

2日（日）JAあさひ野 包83-1135

9日（日｝ 朝日石油 宮82-0661

16日（日） 大谷石油 ft82-0703 

23日（印 全店営業

24日（印 全店営業

30日旧） 全店営業

交通事故発生状況調
10月末現在 ｛ ）内は前年同月比

人 身 事故 物損

件数 死者 傷者 事故

県内
6,582 72 7,970 ［／ (6,698) (75) (7,972) 

入善餐察署 192 3 242 518 
管 内 (223) (3) (270) (539) 

朝日町
49 。 63 175 
(77) (2) (94) (172) 

．翠E



［町の人口］平成13年11月1日現在

人口 16,147人（－4)

男 7,614人 （－2)

女 8,533人 （・2)

世宇野数 5, 165世帯 (+5) 

（ ）は前月比
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地店法務j弓魚津支同へおx（•慌にご相

談くださL、。

0朝日町の人権燦護委員のみなさん

新日1 ,VIJ （凶三浦町） fi82-163 l 

aj I川純子（本 町）fi82-0002 

上杉1U!f:（大家作） fi83-l682 

長井を雌（（fr Jiil fi82-0168 

丸Uろ
~J A-=22 
c oれ／CER.'t
（出演）古里あゆ（Vo） 

H83・3700

朝日町臨時職員の登録者を募集します

E
’お
い

u．
、
し

と
と
楽

つ
ド

ら

。

し
ン
が
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取
・の
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ん

即日
市分
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時
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る
食
ま

、
残
を
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ム
に
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ご

ズ
心
料
過

リ
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を

な

も

中

き

快

幽
い
と

軽
た
し
と

し
い
ひ

岱 Q2> 
《あじわい館》

12月2U例）IJ:OO～15:00貸し切り
12月5日制17:00～貸し切り
12月9日（Ll)l4:00～貸し切り
12月15日Wt7:00～貸し切り

12月161=1（印クリスマス音楽会のため
14：・30～16:30貸し切り

臨時朝市の開催！! 12パ6（日） . 28日（金）10:00～11:00 

休館日・・ 4EI、ll日、 18口、25口、
31 I二｜、 lJ-j 1 u 

夜間休業・・・ 3 LI、lO目、 17U、24白

《てづくリ館》
ガラス工房 12月31日（丹）～lJ-j 3日肘

陶芸工房 12月31日（月）～l月11:1仰

スポーツ指導者養成講座（実妓編）
まなばすか
経験論、独学だけではー

走跳投のレベル

アップ方法伝授します

12同6日制

ストレツチとボディーバランス

1月10日関

ウエイトト レーニングとマッサー

ジ法

2月7日制岬｜技法と食事法

3同7目。N
心肺蘇1'.i去と泌急行i問、キネシオ

テープとテーピング法

時間 全て午後711午30分から9時まで

会湯 サンリーナ

参加人員 20名

（朝Illllf{d］：または勤務のJi)

参加費 無料

申し込み・ 問い合わせ

側11mr教向委[1会生討もと学習諜

スポーツ係 （fi役場内線323)

～盤以らくち～の情報 H82・0990
ー 12月の月間行事予定 （13日（木）は休館日です）

2日子供クリスマスパーティー 23日子供無料入館 －子供用抽選会

9日らくち～のお楽しみ抽選会 24日入館料半額テー

15日レディースデー 26日お風E半額券進呈
（午後6時まで女性入館者半額） 29・ 各種回数券10%割引

マンドリン演奏会 30日 消費税サービス

大人クリスマスパーティー 31日 午後6時から

16日らくち～のカラオケ大会 生ビール半額・年越しそば200円

らくち～のは年末年始通常どおり営業いたします。

アゼリアホール情報 H83・2000

サンリーナスポーツ教室
日時 2月711、1411、21口、 2811、

3片7[I 

1#週木曜Hの全5回

各同午前引l!i30分～

湯所 サンリーナ

対象 ij!Jj 1::i RIT t.これれ：メは勤務する行

指導講師 間的lりlf氏

参加料 1,0001'1 （保険料込み）

2001アゼリア
ふだんぎコンサート
12月22日出pmア時開演
X’m a sコンサー卜
fサヌカイトの詩j

サヌカイト 藤井むつ子

マリンパ 藤井里住

＆パーカツション醸井はるか

当日券 1,500円
アスカ ・インフォメーシヨンにて発売中

12月23日（日）

pm6:30～9:30 

演奏

前売券 1,000円

12/9臼 I吉田ピアノ教室l発表会． 
a m10:00～ 

12/15(±) 映画 I仮面ライダーl上映：
pm2・：00～

12/16(1日 ダンスパーティー
（小室ダンス教室）

12/21~ 花風・琉球舞踏公演

12月から専門相談開設
社会H1i祉協議会では、 11(1の補助事

：業“ふれあいのまちづくり事業”の

：｜勾示を受け、12Hから11i)J ~ 2火II出

： 卜｜ 、介 ，l~ L ・元教ti行・・イi磯苑施設
：長 ・保健／111}.看護婦による専門相談

12月4日～10日は ；を行う ことになりました。

人権週間です j l~dt,（、 i以降、和II：に附する相談を
人権とは、人聞が人として’1=.まれ：受け付けます。

ながらにしてもっている権利のこと：

で、全ての人が等しく寸；：せな’i=.mを
？？むためのJ，~本的な権利です。

日本でも 12JI 4円から I011までの：： 場所
l週間を f人権週間j と定め、広く

悶民に人権思想の~w及をはかり、人： 弁護 ｜：による相談は、 予約が必袋

推定；識の日掛をII予びかけるとともに：ですので、 ti:会福祉協説会へ申し込

待種行射をiJっています。 ：みください。相談は無料です。

みなさんが、毎1-:1の生活の，，，でお ：問い合わせ・申し込み

凶りのことや悩み引がある.U,l合は、 ：制卜illlf社会制祉協議会

お近くの人権協護委員、または出111: fi 83-0576 FAX 83-1589 

：問い合わせ

：サンリーナ（fi83-1838）まで

お細 島建

《12月の日程》

日時 12月11日（火）

午後1時00分から4時

福祉センター

区分 12/29 I 12/30 I 12/31 
倒｜日｜伺）

燃やせるもの
。休み ｜休み ｜休み 。。

燃やせないもの 。 。。休み l休み ｜休み

燃やせるもの
（エコぽ～と）

休み ｜休み ｜休み ＊ ＊ ＊ 

燃やせないもの
（宮沢清掃センター）

休み l休み ｜休み 〉ド ＊ ＊ 

し尿収集 休み ｜休み ｜休み｜ 休み

・室副
OT V番組笑顔がいちばんリで朝日町が紹介されます L型店~~~Jr;;1時30分
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附問

哨

y，
ごめいふく
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広
報
の
ひ
ど
り
ご
ど

繰
っ
て
不
思
議
で
す
ね
。
A
r
川
り
で

紺
介
し
た
よ
う
に
、
新
潟
山小
山
ぷ
何
時
川
の

「
制
国
」
悦
と
叩
け
川
『山m
M」
が
つ
な
が

り
ま
し
た
。
悠
久
の
附
史
に
ロ
マ
ン
そ

感
じ
さ
せ
た
こ
の
瞬
間
を
出
川
し
た
の

は
「
緋
｝
。
こ
れ
を
機
に
両
川
の
交
流
が

泊
施
に
な
れ
ば
と
刷
い
ま
す
V
も
う

一

つ
の
「料
」
は
、
山
山
μ
n
h父
流
イ
ベ
ン
ト
「1
υ

ovvじ
ゲ
ッ
チ
ュ

l
」。
新
た
な
山
会
い

を
求
め
て
引
火
お
U
H
が
出
い
ま
し
た
V

し
か
し
・
：
や
け
に
久
性
の
万
が
的
傾
的

に
感
じ
た
の
は
私
の
以
い
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
別
件
は
ぶ
述
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
。

あ
れ
は
「
作
判
会
品
」
だ
っ
た
の
か
な
V
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川
和
取
を
作い
ず
る
た
め
の
川
接
的
必

川
ま
た
は
条
件
（
7

・
行
常
「
大
仰
林
」
よ
り
）
3

航
出
さ
ん
の
い
脚
は
間
接
的
必
附
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
円
分
で
条
件
を
揃
え
な

い
と
総
は
来
な
い
と
い
う
こ
と
V
そ
れ

は「
川
」
も
川
じ
こ
と
か
な
つ
な
ん
て
亨

え
つ
つ
、
本
い
川
必
を
迎
え
ま
す
，
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